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「注目銘柄のその後を調べる」

ユーザー銘柄管理に登録した注目銘柄のその後は、チャートを次々と見ていけば、上が
っているのか、下がっているのかが分かります。

では、数値として具体的にどれくらい上がっているのか、下がっているのか、を調べる
にはどうしたら良いのでしょうか？

銘柄を１つ１つではなく、まとめて調べるには、検証機能を使います。

１つ１つみていくには絞り込み検索の相場欄を使います。

今回は、ゴールデンウィーク明けの５月８日を基準日とし、銘柄は日経平均採用銘柄の
うち、株価が高い順に１０銘柄、安い順に１０銘柄についてみていきます。

■前準備
ユーザー銘柄管理１番シートに株価が高い銘柄を１０、
２番に安い銘柄を１０セットしておきます。

１番シート 株価の高い銘柄 １０

２番シート 株価の安い銘柄 １０
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■ＪＰ分析検証を使い銘柄をまとめて調べる

ＪＰ分析検証でもＷＯＲＫ分析検証でもどちらでも構いません。

今回は、ＪＰ分析検証を使います。

まず、下記の日足シートを作ります。

ここでは６３番に作りました。

短期弾性値の項目を使い、－９９９９～９９９９とセットします。

日足６３番シートの内容

こうすることによって、全ての銘柄が合格してきます。

そのため検証した場合、注目銘柄から銘柄が欠けることなく結果が分かります。

通常、検証は、売買条件を決めてそれらに合致した銘柄が上がっているのか、下がって
いるのかを調べるためのものです。

今回は、わざと全ての銘柄を合格させる必要があります。注目した銘柄全てのその後を
調べたいからです。

シートを作ったら検証します。

相場が上昇していますから、上昇率を調べます。
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このように設定して「実行」します。

１番シートには株価の高い銘柄が入っている

ここが重要です。

検証する日は、５月８日のみです。

５月８日と直近までの上昇率を調べたいからです。
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検証結果 株価の高い銘柄

直近のデータは、６月２日です。１８営業日ですが、１０銘柄のうち、９銘柄が５％以
上ＵＰしています。
＋３０％超えは、１銘柄ありました。

同様に、ユーザー銘柄２番についても実行します。
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検証結果 株価の安い銘柄

１０銘柄のうち、６銘柄が５％以上ＵＰしています。
＋１０％から＋５％に５銘柄。＋１０％超えは、１銘柄ありました。

これらの検証結果から、株価の高い銘柄がさらに上昇し、安い銘柄は上昇はしています
が、高い銘柄と比較すると見劣りします。
株価が高い銘柄を買ったら今回の上昇の波に乗れたという事でしょう。
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次は、銘柄１つ１つの上昇率をみる方法です。

ＪＰ分析検証をすると、１つ１つの銘柄についての詳細ファイルが自動で作成され、
ＥＸＣＥＬなどの表計算ソフトを使えば、内容を見ることが出来ます。

[C:\WinJPDta]データフォルダ中の

JPOKenshoDay63-63.csv・・・銘柄１つ１つの内容

JPOKenshoDayTotal63-63.csv・・・全体の結果

ここではこの方法ではなく、絞り込み検索の相場欄を使ったやり方を解説します。

■絞り込み検索

「６１．検索対象銘柄選択」でユーザー銘柄の１番を設定します。
※株価の高い銘柄のシート
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「７８．相場欄計算」で、５月８日をセットします。

ここを「６０」とします。先のＪＰ分析検証で６０日先までとセットしたのでそれに合
わせます。
比較基準株価は「翌日始値」とします。こちらもＪＰ分析検証に合わせました。
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計算が終わったら、次は結果をみます。

「７９．相場欄表示」

表を右へとスクロールさせると、最高値の項目、最安値の項目が出てきます。

最高値、最安値それぞれの項目（値幅、％、日付、日柄）は、５月８日（実際は翌日の
始値）以降の最高値、最安値を調べたものです。

例えば、１０番目の７７３５ SCREEN は、５月８日以降の最高値は、１５１２０円。
最安値は、１１１７０円です。
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セルの｜の部分をずらして狭めるとこうなります。

ここを狭める

最高値の値幅％の大きい順（上昇率順）に並び替えるとこうなります。

値幅％に注目 およそ１０％以上程度上昇している銘柄が８銘柄あります。

６７０２富士通は、５月３１日が最安値、そして翌６月１日が最高値と１日で大きく動
意付いている事が分かります。

同様にユーザー銘柄管理２番についても実行します。



- 10 -

こうなりました。最高値の値幅％の大きい順（上昇率順）

株価の高い銘柄と安い銘柄の値幅％を比較しみていくと、かなりの差があることが分か
ります。明らかに株価の高い銘柄を買ったほうが有利です。

この５月相場で日経平均は上がっているのに持ち株は大して上がっていない。という場
合は、安い銘柄を仕掛けたのではないでしょうか。

日経平均採用銘柄の安いものでさえこの上昇率です。他の銘柄はもっと上昇率が低いか
もしれません。

今回は、日経平均採用銘柄について調べましたが、興味がある向きは、東証プライム市
場でこれと同じようにやってみて下さい。

東証グロースは、マザーズ総合指数が保ち合いなので、個別銘柄の大多数も上昇してい
なさそうに思えます。

１００８ マザーズ総合
保ち合い


